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1問 題提起

日本へ 「マク ドナル ド」が進出したのは1971年 のことである。この当時、まだ 日本ではハン

バーガーが何かは一般にはほとんど知 られていなかった。一号店は銀座三越の一階で客席 なしの

小 さな店舗であった。客席 なしで、すべてテイクアウ トだから立ち食い客が銀座を闊歩 した。 と

ころが瞬 く間に日商120万 円と世界最高記録を達成 した。 ファース トフー ドという新 しい販売ス

タイルはあっという間に銀座か ら、 日本社会に定着 していった。別の表現 を使えばアメ リカ文

化=ア メリカン ・ライフスタイルが日本では容易に受容 され、定着 したと判断で きる1)。それか

ら35年 が経過 し、日本には4000近 くのマク ドナル ドのレス トランがあ り、アメリカに次いで店

舗数では二番 目である。バーガーキング、 ピザハ ット、ケンタッキー ・フライ ドチキン、サブウ

ェイなど、更に 「マクドナル ド化」の原理 を活用する日本のレス トラン ・チェーンであるモス ・

バーガーもある。

「マク ドナル ド化 を特徴づける諸原理は、より一層多 くの社会の諸分野を特徴づけるようにな

っている。」2)とい うG.リ ッッアの指摘が本研究の出発点 になった。合理性 と効率性の追求 とい

う 「マク ドナル ド化」の原理はファース トフー ド・レス トラン 「マクドナル ド」の進出に止 まら

ず、アメリカ文化、アメリカ的経営を浸透 させてきた。こうした合理化が世界に拡大 してい くと

ともに、リッッアの提起するように効率性の追求に伴 う 「合理化に伴 う不合理」の側面について

も考察を進めなければならない。マク ドナル ド化が進行 しつつある現在時点においても効率性、

合理性重視のファース トフー ドに対 してある種の疑念と危惧を抱 き始めた人びとが存在するのも

事実である。子供の太 りすぎがファース トフー ドに原因があるとすれば、単 に健康 を害す るとい

うだけではない。国家 レベルの深刻な健康問題 と受け止め対応策を練るアメリカの学校が出始め

ており、いずれ日本へ も波及するのは時間の問題である。
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また、シュロッサーの邦訳 『ファス トフー ドが世界を食いつ くす』の表紙の帯に刷 られたア ト

ランタ ・ジャーナル紙評 「ファス トフー ド産業は、いまや、環境や健康 を、自衛農民や労働者を、

そ して国家の権威 と文化の多様性 を侵害する巨大企業体である。」3)とい う厳 しい評価をいかに

受けとめ解釈するかが問われるのである。

(a)G.リ ッツアの 「マク ドナル ド研究」

本研究は、G.リ ッツアを有名に した 『マク ドナル ド化する社会』(1996)で 提案された 「マク

ドナル ド化(McDonaldization)」 の概念、及び 『マク ドナル ド化のテーゼ』(1998)の 中で提唱さ

れている 「マ ック ・ディズニー化(McDisneyization)」 の概念 に焦点をあて、ポス ト・モダンの

段階へ突入 した 「マク ドナル ド化Jの 今後の行方、及び 「ファス トフー ド産業」の持続可能性 を

探ろうとする試みである。

リッツアはメリーランド大学の社会学教授であ り、初期の業績を見る限 り理論社会学者 として

出発 し、M.ヴ ェーバーの官僚制論をは じめ、K.マ ンハイムの合理性の概念 に関する研究を続け

てきた。アメリカ社会の中で次第に進んでい く合理化 と効率化の過程をファース トフー ド・レス

トランのマク ドナル ドに見出 し、「マク ドナル ド化」 とい う概念を提案 したものである。マク ド

ナル ド化の影響は日本をはじめ世界に波及 し、教育、スポーツ、政治、宗教、ツーリズムなどの

広範な制度 までが 「マク ドナル ド原理(McDonald'principles)」 を受容 してきた。リッツアのマ

ク ドナル ド研究の処女作が1983年 の 『アメリカ文化 ジャーナル』誌に発表 された 「社会のマク

ドナル ド化」論文であ り、それを発展 させた ものが1996年 に刊行 された 『社会のマク ドナル ド

化』である。 この著書は、合理化過程の研究を土台に 「マク ドナル ド化現象」の もたらす圧倒的

な影響 に分析のメス を加えた もので、わが国で も大 きな反響を惹き起 こした。そして、1998年

に刊行 された第二の著作 『マク ドナル ド化のテーゼ』によって、今度は 「マ ック ・ディズニー化」

テーゼを提案 している。この主要な二つの著作は既に社会学者の正岡寛司 ・監訳 として公刊され

てお り、 リッツアの与 えた影響の大 きさを物語ると言える。 さらに、2003年 にはG.リ ッッア ・

丸山哲央 ・編著の 『マク ドナル ド化 と日本』(ミ ネルヴァ書房)が 刊行された。この書物の下敷

きになっているのは仏教大学総合研究所主催で実施 されたシンポジウム 「グローバル化時代 の日

本文化一マ ク ドナル ド化現象 と日本」(2001年6月)の 研究成果である。以上の文献 を参考 にし

なが ら 「マク ドナル ド化」が 日本文化、企業経営にいったい どのような影響 を与 えているのか、

を検討 したい。

この論文 は従って、リッツアの業績が何故 このような高い関心 と評価を得ることになったのか

を解 き明かす試みでもある。

ふ じたでん

(b)マ ク ドナル ド大学訪問と藤田田の記憶

筆者は1988年 初春、留学先のイリノイ大学で指導 を受けていたHideHinomoto(日 本博英)教

授のご案内でイリノイ州オークブルックの 「マク ドナル ド大学」 を視察 した経験 を持っている。

McDonaldUniversityの 看板がかかる玄関を入 ると、構内は調理器具が完備 した調理室が大学の教

室のように整然 と配置された施設であった。大学の講義室は机が整然と並ぶイメージである。 し

か し、その視察当時の筆者の記憶では、 きれいに磨かれたステンレスの調理台が整然 と配置され

た調理室が教室のごとく並んでいた。訪問したのが土曜日であったため学生が学ぶ姿を垣間見る

ことはできなかった。案内 して くださった藤 田田(1926-2004)氏4)は 、ここでマク ドナル ドの
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中堅社員が定期的に技術指導を受けるための再教育のための施設であると説明された。

筆者はその当時、巨大 なアメリカ文化 の真 っ只中で右往左往 という状況で、Hinomoto教 授の

ご配慮がなければこうしたチ ャンス にも恵まれ ることは無かったであろう。Hinomoto教 授は藤

田田氏 と旧知の間柄であ り、ランチェオンの際にしば しば成功 した日本人 として藤田田氏の話 を

されることがあった。 藤田田氏は、その頃、 日本支社長でマック銀座店は既 に売 り上げではア

メリカを抜 き トップであった。マックの進出の方針は、子供の味覚が出来上がる幼少時にマック

の味 を覚えれば一生食べ続ける、そんなハ ンバーガーを提供する、という世界制覇の野望があっ

た。 こうした戦略に基づ きアジア進出を計画 した。この戦略は見事 に世界を支配 し、今 日のマッ

ク成功 につながったのである。

マクドナル ド大学の視察から随分時間が経過 した2004-2005年 の二年間、筆者は中国の環境

調査のため中国の私企業のリサーチを実施 したが、中国 もかつての日本同様、北京のような都会

にはマ ックや吉野家、サイゼ リアなどが出店 し、若者の人気のデー ト場所 になっていた。 また、

別の機会であったが、万里の長城の登山口にマックが出店 していたので驚いたことがあった。更

に驚いたのは、マックの中にケンタッキーが同居 していたことである。多 くのみやげ物屋が立ち

並ぶ露天通 りのはずれにマック=ケ ンタッキー店が出店 していたことに唖然としたのである。マ

ックの世界戦略は、 とっ くに中国進出に乗 り出 していた。筆者にとってこうしたマ ックの世界戦

略 とはいったい何か、が大 きな関心事になった。現在、中国のマク ドナル ドは店舗数700軒 を数

える。 日本の3800軒 に及ばないとしてもお そらく今後は中国各地にマックが増 え続ける可能性

は高い。

Hマ ク ドナル ド化現象 と合理化革命

(a)マ ク ドナル ド化 「パラダイム」の浸透

G.リ ッツアは、「マクドナル ド化」の定義を、「ファース トフー ド・レス トランの諸原理がアメ

リカ社会のみならず世界の国々の、 ますます多 くの部門で優勢 を占めるようになる過程」5)と述

べている。マク ドナル ドのフランチャイズ化 を成 し遂げたレイ ・クロックもこの彼 自身の創造物

がもたらす衝撃を予測することはできなかった、 と指摘する。

社会学者のリッツアがは じめてマク ドナル ドと出会ったのは1968年 、マサチューセッッ州へ

向かう道すが らであった。そ して彼 は、その金色のアーチが何か新 しい意味のあるものを象徴 し

ているのではないか、 と潜在意識下で認めたことを告 白している。社会学者であれば当然のこと

であろうが、 リッッアもまたK.マ ンハイムやM.ヴ ェーバーの影響を受け、社会の合理化過程

に関心を持ち続けた。従って、合理化のたどり着 く最終形態が官僚制であると長いあいだ考えて

きたにも拘 わらず、リッッア自身は次第 に次のように考えるようになった。

「新 しい何 ものか」が地平線にあらわれるのがみえ、「その何 ものかは官僚制構造 にとって代

わる合理化のモデル」・)であった と。「その 『何 ものか』は、 ファース トフー ド・レス トラン、

もっとはっきりいってしまえばマク ドナル ドという形をとって露わになった。 ファース トフー

ド・レス トランはレス トラン業界に革命 を起こしただけでな く、アメリカ社会に、そしてついに

は世界 に革命 を起こしはじめた。」7)

リッツア自身、1992年5月 、『マク ドナル ド化する社会』の初版本の印刷中にモスクワのロシ

ア科学アカデミーで講演 をおこなっていたが、マク ドナル ドが既にモスクワの中心街にあ り、モ
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スクワっ子が これこそアメ リカ文化 という理由で惹 きつけられていたと述べている8)。この書物

の初版本 は大 きな反響 を呼び、7ヶ 国語 の翻訳版が準備 された。そ して日本版 の序言において、

日本がマク ドナル ド化 システムをとても受け入れやすい国であると述べている。

その理由を、 日本がマク ドナル ド化 されたシステムと多 くの共通点を持 っていること、例えば

うどん屋やそば屋は、ファース トフー ドを販売 してお り、マク ドナル ドやアメリカのファース ト

フー ド・チェーンの先駆けであるとさえ指摘する9)。

また、大貫 ・ティアニー ・恵美子の論文 「日本のマク ドナル ドー変わる行儀作法」を引用 しな

が ら 「シカゴに修学旅行 に出かけた日本の生徒たちがそこにもマク ドナル ドを見つけてびっくり

した」 という話は、厂マク ドナル ドが奇妙にローカルなものになった」ことの反映であるとも指

摘 している1°)。こうした指摘か ら推測 しうるのはマク ドナル ドが世界のいたるところに浸透 しつ

つあるとい う現実であろう。

(b)社 会の 「マク ドナル ド化」 と合理化過程

リッツアは、先に指摘 したように、ヴェーバーの官僚制 と合理化過程に関心 を持っていた。即

ち、マク ドナル ド化 は、 ヴェーバーの合理化理論の拡張であ り、「ファース トフー ド・レス トラ

ンがマク ドナル ド化のパラダイムなのである」")。ヴェーバーは近代西欧社会に特有 の合理性に

ついて論証 したが、 リッツアの指摘によれば、ヴェーバーが形式合理性 と呼んだ類型は何処にも

存在 したことがない とい う。形式合理性 とは与えられた目的に対 して最適な手段 を探ることが規

則や社会構造によって共有 され、制度化 されていることを意味する。従って人びとは最適な手段

を自から探す必要はなくなるのである。実際に、すべての人が最適な同じ選択 をなしうるとい う

ことを意味する。ヴェーバーが官僚制、つまり 「形式合理性パラダイム」 を賞賛 したのは、他の

手段に比較 して目的達成の最適手段を発見 したり実行 したりする上で多 くの利点を有するか らに

他ならなかった。確かに、マクドナル ドのレス トランでメニューの選択に困ることは無い。決め

られた価格 の商品を注文 し、雰囲気を楽 しむ。こうしたマ ックでの食事はマクドナル ドで事前に

徹底的に準備された共通のプログラムに支配されているか らである。

リッツアは彼の第二の著書 『マク ドナル ド化のテーゼ』(正 岡 ・監訳では、『マク ドナル ド化の

世界』と翻訳 されている)序 論で 「マク ドナル ド化 という用語の使用は、 ウェーバーの官僚制

(および官僚制化の過程)よ りも、むしろファース トフー ド・レス トランの方が、現代世界 にお

ける合理化過程 を表出す るのにす ぐれたパラダイムであるとい うわた しの確信の反映なのであ

る。」12)と述べ る。

そ して、リッツアは官僚制の四つの要件 を以下のように整理 している13)。

① ヴェーバーは官僚制が文書 によって多 くの作業 を処理するため最 も効率的な構造をもつ とみ

なした。

②官僚制 は、計算可能性、即ち多 くの物事 をで きるだけ定量化することに力点を置 くが、数量

的アプローチには問題 もある。それは作業の質に関心を払わず、未徴収歳入のために政府予

算を浪費 しているか も知れず、そのため納税者の怒 りを惹 き起 こすか も知れない、などの問

題点がある。

③強固に確立された規則 と規定のために、官僚制は高度に予測可能な仕方で作動する。従って、

他の部局員の行動について確かな知識 をもっている。

④官僚制は 「人間の技能を人間によらない技術体系 に置き換える」ことによって、人びとを制
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御する。

官僚制 とは、人間による判断を規則や規定、構造の命令に置き換える画期的な試みである。

従業員は分業によって管理 され、分業はそれぞれの部局にきちんと定義 された職務を限られ

た数だけ配分する。そこでは人びとは作業の遂行 にあたって特異な方法 を編みだす とか、独

自の判断をせず、人間は人間ロボットか コンピューターに近 くなる。

リッツアは官僚制についての整理か ら、マクドナル ドをは じめ とするファース トフー ド ・

レス トランが官僚制 と同様の 「形式合理性」の基本的な四つの要素一 「効率性、予測可能性、

計算可能性、人間の技能 を人間によらない技術体系に置 き換える、 ことによる制御」一 によ

って運営 されると指摘するのである。

(C)フ ァース トフー ド普及 と効率性 ・合理性の浸透

現代人にとってのファース トフー ド ・レス トランの役割 とは何 であろうか。多忙 な現代人が、

もし材料を仕入れて調理する時間が無 ければ ドライブスルーでビッグマックを購入 して自分の仕

事場へもち帰 り深夜まで仕事 を続ける、 という場面を想像することは容易 なことである。

リッツアの指摘するように、ここで効率性 とは明 らかに消費者にとっての都合の良さを意味す

る。例えば、欲 しいものが簡単に入手で きるとか、労働者が自分の仕事 を迅速、かつ簡単 に遂行

できるとか、またそうできれば経営者 も利益 を得ることができる。従って、ファース トフー ド・

レス トランは、「効率性への欲求それ自体 を生み出すのではなく、効率性への欲求 を普遍的な欲

望へと変えてい く。」'4)ものであるとい う彼 の指摘は的をえたものである。

リッッアは、また家庭料理も食事の方法 としてはまだ非効率だという。レス トランのほうが労

力という面か ら考えれば効率的の筈であるが、 レス トランへ行 き食事 をして帰宅するまでに数時

間もかかるとすれば効率的といえるだろうかと。こうして、効率的なレス トランを求める要求か

ら出てきたのが食堂、カフェテリア、初期の ドライブスルーなどであ り、これがファース トフー

ド・レス トランの 「直接の祖先」である。

マク ドナル ドの 「フランチャイズ制」の生みの親であるレイ ・クロックはマク ドナル ド兄弟に

始めて会い、二人の行 う作業の効率性 に魅せ られた。「メニューを限定 した上で作 られる料理は

細かな段階に分けられ、最小 の労力で行われていた。彼 らは、ハ ンバーガーとチーズバーガーし

か売 らない。バーガーは … すべて同じや り方で焼かれていた」'5)からだ。

リッツアによれば、マク ドナル ドは 「分泌 から排泄 までのス ピー ドを速めるためにあらゆるこ

とを」実行 した とまで言 う。徹底 した簡素化の流れは、合理化の流れであり、たやす く駐車 し、

カウンターまで少 し歩 くだけでよい。 また、メニューが制限されているので、客は悩むことな く

選択すればよい。片付 けも包み紙、発砲スチロール、プラスチ ッグなどを近 くのゴミ箱に捨てれ

ばよい。そ して、車にもどって 「マク ドナル ド化 された」活動へ と車で向かう。

従業員のなすべき筈であった 「運ぶ」、「捨てる」という一連の動作は今や客が ドリンクコーナ
ーから自分の好みの飲み物を運び、サ ラダバーコーナーで自分のハンバーガーの横 に好 きな野菜

を盛 り付 ける、こうした作業はすべて客が行 う。

また、 この業界の主力商品は、料理するの も食べ るの も簡単で、多 くの材料 を必要 としない16)。

例えば、サ ラダセ ットは何処の店で もほとんどレタス、 トマ ト、きゅうりの 「三点セ ット」であ

る。事実、 ファース トフー ド・レス トランは、一般にブインガーフー ドと呼ばれる 「手指 を使 っ

て食べ る」食べ物を提供 している。ハ ンバーガー、フレンチフライ、フライ ドチキン、ピザ、タ
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コスな どの ファス トフー ド産業 の主力商 品は、すべ て ブイ ンガー フー ドであ る17)。従 って、今 日、

合理化 はすべ ての フ ァース トフー ド ・レス トラ ンに浸透 してい る。

皿 マ ク ドナル ド化 の世界的展開

(a)マ ク ドナル ド化 と効率化の事例

これまでのリッツアの分析に従えば、社会全体がマク ドナル ド化 の方向へ進んでいる。大学 も、

医療現場 も、企業の生産現場においても。大学では、マークシー ト方式が論述形式の試問にとっ

て代わ り、大学教員の業績審査はどの学会誌に論文を何点発表 しているかで判定される。権威あ

る学会誌 に発表 した論文は高得点があたえられ、業績はすべて総得点で評価 される。 リッツアは

大学 を 「マ ック大学」 と呼び、学生を箱 に詰めるだけ、 と酷評 している。また、ヘルスケアにお

いても合理化 は進み、「モスクワ眼科顕微手術研究所」における光景を近代的な工場にたとえて、

コンベアが静かに五つのワークステーシ ョンを通ってい く。無菌の作業衣 とマスクを身につけた

従業員が持 ち場についてお り、コンベアが通 り過 ぎる3分 間で自分の仕事 を完了する。 しか し、

作業ラインはとても非 日常的な光景である。従業員は眼科医、ベル トコンベアは人間を運んでい

る。 これは、ヘンリー ・フォー ドの生産方式を医療現場に応用 した 「健康な視力を生産する医療

工場」であると指摘する。そう遠 くない未来に、これがごく普通の医療現場 になることは想像に

難 くない、 と断言 している。

合衆国の医療現場における効率性の増大と、マクドナル ド化の影響を示す最良の例は、予約な

しで診て もらえる応急診療所の増加であ り、そこで診療 にあたる 「マ ック医師」や、「簡易診療

所の医師」が効率的に素早い治療にあたる。裂傷のある患者は、ハンバーガーを求める客ほどに

は効率的に縫合 されるわけではないが大病院の救急外来 を目指 して迷路 をさまようよりも、「マ

ック医師」 に治療 してもらうほうが効率的である。

これらの リッツアによる一連の分析 を見れば効率性の原理が社会の諸々の場面に次第に浸透 し

ていることが理解で きる18)。マク ドナル ドとならび、ディズニーワール ドで遊ぶ観光客 に対する

サービスも徹底 した効率性 と合理性に裏付 けられたものである。

(b)マ ク ドナル ド化 とディズニー化
一マ ック ・ディズニー化戦略のツーリス ト産業に与える影響一

アメリカか ら発信され、世界に拡大す るマク ドナル ド化は世界 に効率性 ・合理性 を発信 し続け

てきたが、ディズニーワール ドも多 くの点で効率的である。特 に、代表的な 「テーマパーク」は、

非常に効率的かつ合理的で多 くの入場者 をて きぱき整理する方法や、週間入場チケットは 「計算

可能性」 を証明し、かつ 「予測可能性」 も高い。従業員はチームを組み、日常の清掃業務をこな

し、夜のパ レー ド後のゴミも動物の糞 も拾い集めて くる。そうして保つ清潔感は好意的に受け止

め られてきた。 しか し、長い行列 と長い待 ち時間は非効率 この上ないものであ り、 まさに 「合理

性の非合理」を露呈 してしまう。人間的な休暇 となるはずのものが 「非人間的な経験」 に変わっ

てしまうケースである'9)。

リッツアは、マーガ レット ・キング ・Jr.の論文 「マク ドナル ドとディズニー」の叙述 に依拠

して、「ディズニーのテーマパークは、マク ドナル ドと同じ時代に出現 し、ディズニーラン ドと

マク ドナル ド ・チェーンの最初の店舗 は、ともに同じ年一1955年 一 にで きた。それらは多 くの
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『同じ原理に基づ き』、 しかもそれをはっきりと表明 していた。」 と述べている2°)。

さらに彼 は続けて、「もしマク ドナル ドが全体社会における合理性のパ ラダイムだとするなら

ば、ディズニーは確実にツーリス ト産業の典型である」 というブライマンの叙述をもあわせて引

用 している2')。この二つの引用 はマクドナル ドとディズニーの緊密な結びつきを予想 させるもの

である。ディズニーの驚異的な成功 こそが、マク ドナル ド化の原理がツーリス ト産業に持ち込 ま

れた最 も大きな原因であると指摘 し、厂われわれは一読者がマク ドナル ド化 よりもさらに醜悪な

(uglier)別 の新造語(neologism)の 使用 を許 して くれるなら一ツーリス ト業界の 『マック ・ディ

ズニー化』について論 じることができる」22)とこの新 しい造語を提案するのである。

リッツアは、すべてのテーマパーク、クルーズ船、カジノ、ショッピングモールがアミューズ

メン トパーク化 していると述べ、 また 「ツーリス ト産業」 も一般的に 「マ ック ・ディズニー化」

の方向に向かい、カジノで成 り立つラスベガスも町全体がテーマパーク化 していることは間違い

ないと言 うのだ。

観光社会学の領域では、パ ック旅行 の衰退が指摘 され、特 にアーリーは、『観光のまなざし』

のなかで標準化 された旅行が全盛期を過ぎ、衰退 しつつある、 と指摘 している23)。

それに対 して、リッツアは、「規格化されたツアーの減少を根拠 としたアー リーの議論 は、少

な くとも、社会のこの分野においては、マク ドナル ド化のテーマにたいする直接 的な反証 となっ

ている」 ことを指摘 し、ッーリズムもフォーディズムの段階か らポス ト・フォーディズムの時代

へ と移行 していると主張 している24)。海外旅行が一般庶民の手に届 くものとなった時代、ほとん

どが団体旅行であ り、いかに効率よく多 くのツアー客を目的地に運ぶか、到着 した後 も周遊ルー

トはプログラム化 され、 ショッピングまでが組み込まれたパ ックッアーをツアー客は受け入れ、

それな りに楽 しむことができた。

こうした規格化 されたッアーは、実は 「効率性」、「予測性」、「計算可能性」、「高度 に制御 され

た休暇」、 というマク ドナル ド化の特徴をもつ ものであった。 こうした典型的な 「マク ドナル ド

化」 されたッアーは、まさにフォーディズム時代 の遺産であるとも指摘できよう。 しか し、 リッ

ツアは 「現在の旅行が、少な くとも部分的にはマク ドナル ド化の成功のために、以前のもの より

もマクドナル ド化 されなくなっている」 と指摘する25)。

具体的に述べれば、社会の々ク ドナル ド化のために、パ ック旅行そのものをマク ドナル ド化す

る必要性が薄れたのだという。旅行を主催する側が食事を提供する場合 も、ツアー客がその食事

に満足で きるか否か というケースについて考えてみると、ツアー客の中には現地の本来の食事が

どうしても喉を通らないとい うケースが出て くる。慣れないツアー客の場合、「やっぱり日本食

が一番ね」 という不満の声が出てくる場合だ。主催者は日本人向けの食事 を用意せ ざるをえない。

こうしたケースに対 して、 リッツアの答えは、「しかしいまでは、ほとんどの場所で、ツーリ

ス トは自分たちだけが置いていかれて も大丈夫である。なぜなら、標準化 された食事が欲 しい人

びとは、その場所のマ ク ドナル ドや、他 の国際的なファース トフー ドレス トランチェーン店で、

標準化 された食事 を難な く手に入 れることができるからである。」26)と述べるが、 リッッア自身

が 「ポス ト ・フォーディズム」、あるいは 「ポス ト・モダン」のマク ドナル ド化の行方に大いに

関心があ り、そうした認識が支配的であるからだ。

即ち、 フォーディズム時代 の 「生産優位の時代」からポス トモダンは 「消費優位の時代」への

変化 を現 している。彼 自身の関心 も移行 してきた。たとえば、世の中の消費スタイルが現金から、

「カー ド」時代へ と完全に移 り変わって、新たな問題が浮上 し始めたか らである。
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パ ック旅行が 「マク ドナル ド化」の原理を満たす、効率性,予 測性、計算可能性、制御 された

旅行、とい う条件を満た した時代から、ポス ト・モダンの段階に突入 したと考えることは不 自然

ではない。 こうした考え方は、「マク ドナル ド化の否定」の上 に成 り立つのではない。アメリカ

的効率性を世界 に拡大 し続けるマクドナル ドの新 たな戦略の構築が待たれるのである。

(c)「ポス ト・マク ドナル ド化」の行方

しかし、地球温暖化 をはじめとする環境問題が緊急の課題 とな りつつあるなかで、食の大切さ

を若い世代の青年、子供達にどう教えていくか、 という切実な課題 にどう答えるかが筆者の問題

提起である。ファース トフー ドが、アメリカの大量生産、大量消費 という工業文明から生み出さ

れた落し子であるとすれば、マックのハ ンバーガーは碓井の指摘のように 「工業製品」 に近い性

格 をもっている27)。

既に、農業や漁業の工業化が始まっていることを考慮すれば、驚 くには値 しない。碓井の定義

によれば、スローフー ドとは 「遅い という点に識別基準があるのではなく、産地 ・消費地がある

限定 した範囲で一体化 した地域循環システムの食生活のことである。」28)と述べ、更に次の条件

を付け加えている。「調理場の熱気、板前の心意気が伝 わって くる料理」29)と定義づける。 しか

し、夫婦共働 きの家庭 に調理場の熱気 を取 り込むことは、不可能に近 く、効率性の要求に従って、

「マックへ行って食べてきて。」 と頼む親がいることも否定で きない。北イタリアのブラで1986

年に、スローフー ド協会が誕生 し、今 日45力 国に7万 人の会員を擁するNPOに なっている。 ま

た、 日本スローフー ド協会は、1999年 に発足 し、 コンヴィヴィアという 「ともに生きる」「共に

食べる」 とい う意味の組織 をつ くっている。

スローフー ドの誕生はファース トフー ドの合理性が食の安全性に疑問を持つ有志 によってなさ

れたものであり、ファース トフー ドの合理性の内実こそ問われるべ き課題であろう。輸入ジャガ

イモはフライ ドポテ トに加工されるが残留農薬が除草剤の残留基準0.05と い う他の農産物 に比 し

て50と いう数値であった ことが渡辺によって指摘 されている3°)。フライ ドポテ トに牛脂が使用

され、脂肪 の帝国が肥満の子供を生み出す危険があることが指摘され始めた。従 って、ファース

トフー ドで提供 される標準化された食事がひとの健康に優 しい、そして安全 レベルを満たした食

の提案がマク ドナル ドの方針 として 「プログラム化」 されることが今後のマク ドナル ドの発展に

つながる筈である。ツーリズム産業の領域において も、管理された安全性基準 を否定するもので

はないが、個人の望む周遊旅行の設定、及び地球の環境 と人間の健康に配慮する 「ロハス観光」

が支配的になるだろう。「食」の面か らみて も今後の方向性 として、単 なる標準化 された食事メ

ニューか ら産地の新鮮 な食を提供する方向が模索されるべ きである。そ うしたプログラムの設定

は個hの 地域 に根ざした 「スローフー ド・マック」であるか もしれない。

結びにかえて

戦後の 日本の経済復興はアメリカか ら学んだ経済 ・文化制度の形式合理性 を吸収 した成果では

あるが、R.N.ベ ラーの指摘するように日本の伝統的な倫理基準 も貢献 してきた。勤倹 ・節約、

誠実な商い、忠義と武士道など、実質合理性 に富む文化や信仰がおお きな力 となった3')。日本 と

いう国家を維持 ・発展させ ようとする大義名文が企業への忠誠につなが り、小集団活動の成果か

ら多 くの成功事例が発展 した。 リッツアは日本では、実質合理性(和 の精神、集団主義)、 理論
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合理性(教 育重視)、 実践合理性(稟 議制、根回し)、が形式合理性(官 僚制組織、資本主義経済

制度、)と うまく連動 し 「シナジー効果」が発揮されたと考えた。 これをリッッアは 「超合理性」

(hyperrationality)と呼び、これこそが日本の トヨタ方式を産んだ要因 と見ている。 日本独 自の文

化が何時まで永続するのかを見極 めることが増々重要な課題 となっている。
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